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〔ポリエ〕…石灰岩地域で溶食作用によってできた広い凹地、平野のことである。
秋吉台エコ・ミュージアムは佐山ポリエと呼ばれる谷あいに立っています。

連日の猛暑で日照りが続き、そろそろ一雨欲しいと思っていたところ、今度は線状降水帯の発生でしば

らく雨天続きでした。そして雨が終わるとより一層の暑さを感じるようになりました。猛暑に耐えていた植物

も雨で一息ついたところでしょうが、日照りに負けて枯死したものもあります。観察を続けていたマツバニ

ンジンもそうです。今年は４株を確認して、成長を楽しみにしていたのですが最終的に１株しか開花せず、

他は枯れてしまいました。うーん、残念です。 （写真は８月２2日の北山のようす）

秋吉台 酷暑 猛暑 激暑 まだまだ続く・・・？

季節の花 タカサゴユリ が シンテッポウユリに？？？

シンテッポウユリ 山野に生えるユリ科の多年草。街中や道路沿いでも多く見られます。よく似たタカサ

ゴユリは花に赤褐色の筋が入りますが、本種にはありません。またタネでもよく増えます。早ければタネか
ら１年ほどでも開花することがあるようです。

ナツズイセン 里山などでよく見られるヒガンバナ科の多年草。葉のない時期に花茎をスーッと伸ばして

淡紅色の花を咲かせます。花の少ない夏期ではよく目立ちます。きれいなので庭や花壇など民家の近くに

も植えられています。
ガガイモ 野山に生えるキョウチクトウ科のつる性多年草。茎葉を傷つけると白い液が出ます。花は星
形をした淡紅色で密毛がたくさんあります。稀に結実しサヤ型の大きな果実を付けます。
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#VALUE!

ルリモンハナバチ 幸せを運ぶ青いハチ ブルービー

今年も来ないと思っていたら、５年ぶりに飛来してウマノスズクサの葉裏に産卵。産まれた幼虫は食草の

ウマノスズクサを食べて成長。その数が半端ではありません。百を超える大量発生です。幼虫たちは葉だけ
でなく硬い茎も、せっかく結実した３個の果実もすべて食べてしまいました。根元の太い茎もかじってしまっ

たので、ほとんどが枯れてしまいました。もう食べ物はありません。それでもまだ産まれたばかりの幼虫も卵
もたくさんいます。そして、ヒラヒラ飛んで来て、まだまだ卵を産み続けています。

野原や林縁、畑の土手などに生えるワスレ
グサ科の多年草。花はオレンジ色の八重咲き
で１日花です。それが、いつも車で通る道路
沿いの畑の土手に黄色い花が咲いているの
を去年見かけました。理由をお話しして株を
分けていただき植えたところ、今年も黄色い
花が咲きました。今までにたくさんのヤブカン
ゾウを見てきたし自宅の庭にもありますが、
黄色い花は見たことがありませんでした。突
然変異か、改良品種か、はたまたタネ⁇から
なのか・・・。

残暑お見舞い申し上げます。
まだまだ続く猛暑の折、体調管理、無理をなさらずご自愛のほど。

ジャコウアゲハ 今年も来ないと思っていたら大量発生！！

知人に誘われてルリモンハナバチを探しに
出かけました。幸せを運ぶ青いハチ、ブルー
ビーともいわれています。以前から青いハチ
のことは知っていましたが、実際に見たことは
なく、機会があればいつか見たいと思ってい
ました。飛んでいたという情報の場所へ行くと
アキノタムラソウが咲いていました。どこかに
いないかと辺りを歩き回っていると「来たよ」と
の知人の声。なるほど青いハチが花にとまって
忙しく動いていました。そして花から花へと飛
び移って少しもじっとしていません。初めて見
たブルービー。小さくて可愛いハチです。なん

ヤブカンゾウ オレンジ色より目立つのに・・・


